
松
本
警
察
署

北
部
交
番
所
長

　

昨
年
４
月
に
設
置
さ
れ
た
城
東

地
区
地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
も

や
っ
と
２
年
目
に
入
り
ま
し
た
。

　

昨
年
度
は
、
設
置
さ
れ
た
ば
か

り
で
地
区
の
皆
さ
ん
に
少
し
で
も

セ
ン
タ
ー
の
存
在
を
知
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
、
体
育
祭
や
防
災

訓
練
な
ど
地
区
行
事
の
お
手
伝
い

や
、
町
会
で
の
事
業
な
ど
に
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
住
民

の
皆
さ
ん
と
お
話
を
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。

　

そ
れ
で
も
、
ま
だ
ま
だ
地
域
の

中
に
溶
け
込
む
こ
と
は
難
し
く
地

域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
っ
て
何
を
や

る
の
？
と
質
問
さ
れ
る
こ
と
も
ま

ま
あ
り
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
の
や
っ

て
い
る
こ
と
は
目
に
見
え
て
結
果

の
出
る
仕
事
で
は
な
く
、
10
年
20

年
先
に
住
民
の
方
が
「
こ
の
地
域

に
住
ん
で
い
て
良
か
っ
た
。」
と

思
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
、
や
っ
と

そ
の
結
果
が
見
え
て
く
る
も
の
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
伺

い
な
が
ら
一
緒
に
城
東
地
区
の
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。
ぜ
ひ
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

城
東
地
区
地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

　
　

セ
ン
タ
ー
長　

布ふ
や
ま山　

智さ
と
こ子

　

こ
の
た
び
旭
町
小
学
校
の
校
長

と
し
て
お
世
話
に
な
り
ま
す
。
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

旭
町
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち

は
、
挨
拶
の
と
き
に
、
相
手
の
目

を
見
て
元
気
よ
く
挨
拶
を
し
て
く

れ
ま
す
。
形
だ
け
で
な
く
、
心
が

通
じ
合
う
挨
拶
が
で
き
る
姿
か

ら
、
伝
統
と
文
化
を
も
つ
地
域
の

　

学
校
長
と
し
て
お
世
話
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。
微
力
で
は
あ
り
ま

す
が
、
心
を
込
め
て
生
徒
の
た
め

に
校
長
の
責
務
を
果
た
す
所
存
で

お
り
ま
す
。

　

本
校
は
、教
育
目
標
「
剛
愛
聡
」

を
掲
げ
、
た
く
ま
し
く
、
や
さ
し

く
、
か
し
こ
い
生
徒
の
育
成
に
全

校
が
一
致
団
結
し
て
取
り
組
ん
で

皆
様
や
保
護
者
の
皆
様
の
豊
か
な

教
育
力
を
感
じ
ま
す
。
皆
様
の
お

力
を
お
借
り
し
な
が
ら
「
や
さ
し

く　

か
し
こ
く　

た
く
ま
し
く
」

の
学
校
目
標
に
向
け
、
子
ど
も
た

ち
が
笑
顔
で
過
ご
せ
る
学
校
を
め

ざ
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

い
ま
す
。
地
域
や
保
護
者
の
皆
様

の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
得
て
、
目

標
に
向
け
て
歩
む
こ
と
が
で
き
ま

す
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
も
皆
様
と
連
携
し
て
旭
町

中
学
校
を
益
々
盛
り
上
げ
て
い
け

ま
す
よ
う
、
お
力
を
お
貸
し
く
だ

さ
い
。
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

旭
町
小
学
校
　
校
長

旭
町
中
学
校
　
校
長 鏡か

が
み味

　
洋よ
う
こ子

窪く
ぼ
た田

　
治は
る
お夫

新
任
の
ご
あ
い
さ
つ

地
域
づ
く
り

セ
ン
タ
ー
長
の

つ
ぶ
や
き

　

今
春
の
異
動
で
北
部
交
番
所
長

に
着
任
い
た
し
ま
し
た
。

　

私
は
、
22
年
前
に
縁
あ
っ
て
松

本
市
民
に
な
り
ま
し
た
が
、
転
勤

ば
か
り
し
て
い
ま
し
た
の
で
、
松

本
警
察
署
の
勤
務
は
初
め
て
で
す
。

　

当
地
域
は
、
城
下
町
の
風
情
が

漂
う
街
並
み
や
学
校
等
の
教
育
施

　

こ
の
三
月
末
、
松
本
警
察
署
東

部
交
番
所
長
と
し
て
着
任
致
し
ま

し
た
。

　

私
事
で
あ
り
ま
す
が
、
松
本
警

察
署
で
勤
務
す
る
の
は
、
今
回
が

三
回
目
で
あ
り
、
通
算
し
ま
す
と

当
署
で
の
勤
務
は
、
十
二
年
目
と

な
り
ま
す
。　

　

我
々
警
察
の
仕
事
は
、
地
域
住

　

サ
ク
ラ
が
開
花
し
て
い
く
様
や

女
鳥
羽
川
沿
い
を
散
歩
す
る
人
の

姿
を
、通
勤
途
上
に
眺
め
な
が
ら
、

早
二
ヶ
月
が
た
ち
ま
し
た
。
こ
の

４
月
よ
り
、
城
東
地
区
福
祉
ひ
ろ

ば
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て

お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ひ
ろ
ば
に
見
え
る
方
々
か
ら
、

設
が
多
く
あ
り
、
歴
史
と
文
化
が

香
る
素
晴
ら
し
い
環
境
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
様
な
素
晴
ら
し
い
地
域
で

働
け
る
こ
と
を
感
謝
し
、
地
域

の
皆
様
に
安
心
で
安
全
な
生
活
を

提
供
で
き
る
よ
う
努
力
し
ま
す
の

で
、
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

民
の
方
々
の
信
頼
・
信
用
・
そ
し

て
協
力
な
く
し
て
遂
行
で
き
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

交
番
所
員
一
丸
と
な
り
、
安
全

で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く

り
に
努
め
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
の
で
御
協
力
を
お
願
い
致
し
ま

す
。

あ
た
た
か
い
笑
顔
を
い
た
だ
き
、

当
初
の
緊
張
感
も
少
し
ず
つ
薄
ら

い
で
、
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
健

康
づ
く
り
や
仲
間
づ
く
り
、
和
や

か
な
交
流
の
場
と
し
て
、
地
区
の

皆
さ
ん
が
集
う
ひ
ろ
ば
で
あ
り
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

松
本
警
察
署

東
部
交
番
所
長

城
東
地
区
福
祉
ひ
ろ
ば

専
任
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

坪つ
ぼ
た田

　
尚な
お
ゆ
き行

阿あ
べ部

　
一か
ず
お男

上う
え
が
き垣

　
多た
づ
こ
津
子
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佐
藤　

昭
明	（
曙
町
）

　

中
島
甲
子
雄	（
元
町
上
）

　
　◇

文
化
委
員
会

　

櫻
井
み
き
子	（
岡
の
宮
文
園
町
）

　

小
口　

恒
弘	（
和
泉
町
二
丁
目
）

　

寺
島　

健
次	（
女
鳥
羽
町
）

　

中
島
あ
い
子	（
元
町
上
）

　

花
岡　

進　

	（
元
町
北
）

　

山
﨑　

茂　

	（
元
町
上
）

　

長
岩　

鈴
子	（
元
町
上
）

□
城
東
公
民
館

　

館　
　

長　

原
田　

武
邦

　

館
長
補
佐　

布
山　

智
子
（
併
任
）

　

主　
　

事　

加
藤　

健

　

事　
　

務　

中
島　

あ
い
子

　

事　
　

務　

太
田　

智
栄

　

平
成
26
年
度
は
住
民
の
皆
様
方

の
ご
支
援
ご
協
力
を
戴
き
順
調
に

推
進
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

特
に
昨
年
は
城
東
公
民
館
開
設

15
周
年
記
念
親
睦
体
育
祭
を
開
催

し
て
戴
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。又
、旭
町
小
・
中
学
校
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル（
学
校
応
援

団
）の
立
ち
上
げ
に
は
多
く
の
方
々

の
ご
尽
力
を
戴
き
、
ご
協
力
の
基

に
、順
調
に
動
き
初
め
ま
し
た
。

　

27
年
度
は
８
つ
の
基
本
方
針
を

立
て
、
地
域
と
結
び
つ
い
た
公
民

館
活
動
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

城
東
公
民
館　

館
長　

原
田
武
邦 

◇
運
営
委
員
会

　

麻
田　

晃　

	（
和
泉
町
二
丁
目
）

　

中
村　

順
一	（
曙
町
）

　

佐
藤　

昭
明	（
曙
町
）

　

鷹
巢　

滋　

	（
元
町
中
）

　

坂
井　

勉　

	（
女
鳥
羽
町
）

　

都
筑　

陽
一	（
女
鳥
羽
町
）

　

岸
川　

修　

	（
元
町
南
）

　

津
田　

恒
夫	（
元
町
中
）

　

小
口　

恒
弘	（
和
泉
町
二
丁
目
）

　

櫻
井
み
き
子	（
岡
の
宮
文
園
町
）

　

栁
澤　

春
雄	（
元
町
北
）

◇
館
報
編
集
委
員
会

　

町
内
公
民
館
長
が
兼
任

◇
全
市
版
館
報
編
集
委
員

　

征
矢
野
邦
彦	（
元
町
南
）

◇
図
書
視
聴
覚
委
員
会

　

津
田　

恒
夫	（
元
町
中
）

　

瀧
澤　

隆
男	（
元
町
上
）

　

小
口　

恒
弘	（
和
泉
町
二
丁
目
）

　

百
瀬　

二
郎	（
元
町
上
）

　

相
河　

敏
子	（
元
町
上
）

　

櫻
井　

辰
郎	（
岡
の
宮
文
園
町
）

　

長
岩　

鈴
子	（
元
町
上
）

　

千
葉　

源
美	（
元
町
上
）

◇
体
育
委
員
会

　

小
口　

恒
弘	（
和
泉
町
二
丁
目
）

　

衣
川　

勇　

	（
元
町
上
）

　

藤
本
け
さ
子	（
女
鳥
羽
町
）

　

百
瀬　

廣
子	（
岡
の
宮
文
園
町
）

〇
町
会
長
会

会
長

　

麻
田　

晃	

（
和
泉
町
二
丁
目
）

　

中
村　

順
一	（
曙
町
）　

　

森
田　

利
夫	（
岡
の
宮
文
園
町
）

　

瀧
澤　

和
子	（
岡
の
宮
）　　

　

百
瀬　

研
吉	（
岡
の
宮
西
）　

　

小
林　

清
一	（
和
泉
町
一
丁
目
）

　

加
藤
晋
一
郎	（
北
上
横
田
町
）

　

都
筑　

陽
一	（
女
鳥
羽
町
）

　

岸
川　

修　

	（
元
町
南
）

　

参
沢　

陽
資	（
元
町
中
）

　

下
山　

進　
	（

元
町
北
）

　

田
嶋　

憲
二	（
元
町
上
）

〇
町
内
公
民
館
長
会

会
長

　

佐
藤　

昭
明	（
曙
町
）

　

藤
本　

豊
久	（
岡
の
宮
文
園
町
）

　

青
木　

俊
夫	（
岡
の
宮
）

　

百
瀬　

研
吉	（
岡
の
宮
西
）

　

小
原　

申
幸	（
和
泉
町
一
丁
目
）

　

増
田　

茂
樹	（
和
泉
町
二
丁
目
）

　

清
澤　

稔
治	（
北
上
横
田
町
）

　

矢
島　

皓　

	（
女
鳥
羽
町
）

　

征
矢
野
邦
彦	（
元
町
南
）

　

鷹
巢　

滋　

	（
元
町
中
）

　

栁
澤　

春
雄	（
元
町
北
）

　

衣
川　

勇　

	（
元
町
上
）

　

こ
の
度
、
小
口
会
長
の
後
任
と

し
て
城
東
地
区
町
内
公
民
館
長
会

会
長
と
な
り
ま
し
た
、
曙
町
公
民

館
長
の
佐
藤
で
す
。

　

何
も
わ
か
ら
な
い
若
輩
者
で
す

が
、
諸
先
輩
、
地
域
住
民
の
皆
さ

ん
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
よ
り
多
く
の
人
が
集
え
る

公
民
館
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
一
生
懸
命
頑
張
り
ま

す
の
で
宜
し
く
、
ご
指
導
を
お
願

い
致
し
ま
す
。

　

桜
の
は
な
び
ら
も
ち
ら
ち
ら
と

舞
い
、
会
長
を
引
き
受
け
て
か
ら

四
年
間
で
し
た
。
住
民
の
い
ち
ば

ん
身
近
に
あ
る
町
内
公
民
館
は
、

町
内
の
人
々
と
の
気
楽
な
た
ま
り

場
、
学
習
、
話
し
合
い
の
場
で
す
。

　

町
内
公
民
館
の
活
動
が
盛
ん
に

な
れ
ば
地
区
公
民
館
の
役
割
は
大

事
に
な
り
住
民
の
た
め
の
地
域
づ

く
り
を
目
指
し
て
歩
み
ま
し
た
。

生
涯
学
習
の
時
代
で
す
。
地
域
の

人
々
に
引
き
継
が
れ
、
更
な
る
発

展
を
願
い
ま
す
。

城
東
公
民
館
事
業
に
つ
い
て

平
成
27
年
度
町
会
長
・

町
内
公
民
館
長
の
紹
介

公
民
館
専
門
委
員
の
紹
介

就
任
の
あ
い
さ
つ

退
任
の
あ
い
さ
つ

町
内
公
民
館
長
会
会
長

　
　
　

佐さ
と
う藤　

昭て
る
あ
き明

前
町
内
公
民
館
長
会
会
長

　
　
　

小お
ぐ
ち口　

恒つ
ね
ひ
ろ弘

「集う、学ぶ、結ぶ」から「繋がり、広がり、深まり」へ
（１）地域住民と共に地域づくりに向けた学習と実践活動を目指します
（２）城東地区の各種団体と連携を深め共に企画、立案、実施、つながりの輪を広げます
（３）安原地区・城北・本郷公民館と連携し、コミュニティスクールの充実を図ります
（４）地域の講師をさらに募り、公民館講座を身近なものにします
（５）ボランティア活動を推進します（盲学校草抜き等）
（６）留学生と地域住民をつなぎ、多文化を学びます
（７）防災学習の講座を広め、共助の精神を養い、災害発生時には共働力を発揮できる地域づくりに繋げます
（８）住民からの提案事業を積極的に進めます

城東公民館　平成２７年度事業基本方針
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